
   

        北九州市立黒崎中央小学校 高学年通信 文責：藤田 正博  

 絆   

最終号 令和３年３月２４日（水） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Yell ～絆を深めてKeep Smile～ 

「コロナ禍で悩みながらも、日々の生活をとりもどしたい。」 

 そんな思いが続いた今年度。ご覧の写真は、お別れする先生方へのサプライズの取組をしてい

る様子です。子ども達は、とても心が優しいです。最後まで一生懸命、お世話になった校長先生

や多くの先生方への感謝の気持ちを大切にしています。 

 また、この日は学級で1日過ごすことができる最終日。最後はどの学級も楽しくお楽しみ集会

をして盛り上がっていました。 

 感染防止対策をしながら、徐々にふだんの生活を取り戻すことができたことを実感できます。 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  新年度のスタートは4月7日（水）です。１２：００頃の下校を予定しています。4月から

は、いよいよ最高学年。新しい出会いとともに新しい生活が始まります。春休みの間に、生活のリ

ズムをくずさないように、ご家庭でのお声掛けをお願い致します。 

 教科担任制度のもと、多くの先生とのかかわりが多かった 1 年間。やはり最後は学級で 1 日

担任の先生と過ごすのが一番。担任の先生は、子ども達の心を大切に、充実した1年間を過ごせ

るように頑張ってきました。楽しそうに集会をする子ども達を見守る担任の先生。 

「コロナ禍の1年間、不自由をさせてきた分、思いっきり楽しんでほしい。」 

教室の中が、温かい雰囲気に包まれていました。 

 

 昨日の一斉メールでもお知らせしていましたが、この春もお世話になった先生方が黒崎中央

小学校を後にします。 

 校長先生は、最後の給食時間、全学級を回りながら、 

「最高学年として、黒崎中央小学校をよろしくお願いします。」 

と声を掛けていました。その大きな背中が、いつもと違ってとても小さく見えました。大好き

な子ども達とのお別れが近づくことを実感していたからでしょうか。 

 栄養指導の馬場先生は、最後の栄養指導をしてくださいました。子ども達が、給食を大好き

になってほしい！栄養をたくさんつけて、立派に育ってほしい！そんな願いが込められていた

ことでしょう。 

 また、5 年生がお世話になっていた片渕先生ともお別れです。常に子ども達の感性を大切に

指導して下さった3年間。子ども達の感性もとても育ちました。 


